
東日本大震災 消防署所の活動及び被害状況に係る調査票 

（死者・行方不明者が発生した太平洋に面した消防本部を対象） 

                  調査日：平成 23 年 4 月 13 日 

消防本部名 塩釜地区消防組合消防本部 構成職員数 226 名(H21 版消防年報より) 
構成市町村 塩釜市、多賀城市、松島町、七ヶ浜町、利府町 構成署所数 5 消防署 1 出張所 
調査庁舎名 七ヶ浜消防署 庁舎職員数 24 名(H21 版消防年報より) 
調査対象の消防署所位置 

 
 

 
○庁舎全景 

庁舎の写真(1） 庁舎の写真(2） 

 

庁舎全景 海岸は左方向 
 

庁舎全景 庁舎は特に被害は見られない 

七ヶ浜消防署



庁舎の写真(3） 庁舎の写真(4） 

 
庁舎全景 右側運動場で仮設住宅建設中 

 
庁舎前道路 先方坂下が海岸方向 

 
活動の様子(1） 活動の様子(2） 

 
出場する救急車 

 
災害対応時使用した浸水被害状況地図 

 
○庁舎周辺の様子 

庁舎周辺の写真(1) 庁舎周辺の写真(2) 

 

隣接地に建設中の仮設住宅 
 

ホース乾燥塔からみた海岸方向（１） 



庁舎周辺の写真(3） 庁舎周辺の写真(4） 

 

ホース乾燥塔からみた海岸方向（２） 

 

ホース乾燥塔からみた海岸方向（３） 
 
○周辺の被害の様子 

周辺の被害の様子(1) 周辺の被害の様子(2) 

 
流された車両 

 
現在もなお海水が残る 

周辺の被害の様子(3) 周辺の被害の様子(4) 

 

低地は軒並み被害を受けていた 

 

倒壊した電柱 



（参考）七ヶ浜消防署からみた石油タンク火災（左は夜景。いずれも七ヶ浜消防署提供） 

  
 
その他、特筆すべき事項 
職員７名２交替、ポンプ車２、救急車１、指揮車１で運用。 
長野県応援隊が、利府を拠点に応援出場。 
署の隣接運動場に仮設住宅１１５戸建設中、４月２８日完成予定。 
署庁舎が高台にあるため、津波の動向をつぶさに監視できた。 
 

以上 


